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受
　
贈
　
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
一
年
三
月
）

文
書
館
だ
よ
り
　
（
栃
木
県
立
文
書
館
）
二
九

愛
知
大
学
文
学
論
叢
　
　
（
愛
知
大
学
文
学
会
）
一

　
二
三

古
代
文
化
　
　
（
古
代
学
協
会
）
璽
二
…
一
、
二
、

　
三
青
森
県
史
だ
よ
り
　
　
（
青
森
県
環
境
生
活
部
県
史

　
編
さ
ん
室
）
九

文
献
ジ
ャ
ー
ナ
ル
　
（
富
士
短
期
大
学
）
四
〇
1

　
六
史
学
雑
誌
　
　
（
史
学
会
）
＝
O
一
二
、
三

法
学
志
林
　
　
（
法
政
大
学
法
学
志
林
協
会
）
九
八

　
－
一

書
ω
日
○
田
》
鼠
国
×
H
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》
冥
〉
（
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ピ
○
O
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出
O
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団
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×
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＜
9
α
ρ
累
。
』
（
一
㊤
G
Q
）
．

り
日
田
○
円
勺
＞
e
霞
鵡
閏
O
囚
○
国
　
○
切
○
ω
勺
湖
類
古
園

　
（
国
〉
〈
囚
〉
∀
卜
。
O
O
ρ
累
。
ふ
る
O
O
ド
駕
9
一
．

史
　
と
美
術
　
　
（
史
逆
美
術
同
孜
会
）
七
＝
一
、

　
三
国
家
学
会
雑
誌
　
　
（
国
家
学
会
事
務
所
）
一
一
四

　
－
一
／
二

斯
道
文
庫
論
集
　
　
（
斯
道
文
庫
）
三
五

史
窩
　
　
（
京
都
女
子
大
学
史
学
会
）
五
八

信
濃
　
（
信
濃
史
学
会
）
五
三
i
三

神
道
史
研
究
　
　
（
神
道
史
学
会
）
四
九
i
一

～
橋
論
叢
　
　
（
一
橋
大
学
　
橋
学
会
）
＝
一
五
－

　
三
、
四

鹿
児
島
経
済
論
集
　
　
（
鹿
児
島
国
際
大
学
経
済
学

　
部
学
会
）
四
　
1
二
、
三

京
都
大
学
経
済
論
集
　
　
（
京
都
大
学
経
済
論
集
編

　
集
委
員
会
）
一
九

立
命
館
文
学
　
　
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
五
六

　
七
、
五
六
八

日
本
史
研
究
　
　
（
日
本
史
研
究
会
）
四
六
三

人
文
学
　
　
（
同
志
社
大
学
人
文
学
会
）
～
六
九

文
化
学
年
報
　
　
（
同
志
社
大
学
文
化
学
会
）
五
〇

福
岡
大
学
総
合
研
究
所
報
　
　
（
福
岡
大
学
総
合
研

　
究
所
）
二
四
五
　
人
文
・
社
会
科
学
編
（
一
七

　
二
）

円
［
太
・
歴
且
又
　
　
（
日
本
歴
史
学
ム
筑
）
⊥
ハ
一
二
五

経
済
論
集
　

（
ソ
ウ
ル
大
学
校
経
済
研
究
所
）
三

　
九
一
三
／
四

角
国
史
研
究
　
　
（
輝
北
大
学
校
師
範
大
学
中
国
史

　
学
会
）
＝
～

，
関
西
学
院
史
学
　
　
（
関
西
学
院
大
学
文
学
部
史
学

　
科
）
二
八

国
立
台
湾
大
学
考
古
人
類
学
刊
　
　
（
国
立
台
湾
大

　
学
文
学
院
人
類
学
系
）
五
五
、
五
六

国
立
台
湾
大
学
法
学
論
叢
　
　
（
国
立
台
湾
大
学
法

　
律
学
系
出
版
）
二
九
－
三
、
四
、
三
〇
…
～

龍
谷
史
壇
　
　
（
龍
谷
大
学
史
学
会
）
＝
五

日
本
学
士
院
紀
要
　
　
（
日
本
学
士
院
）
五
五
一
一
、

　
二
経
済
科
学
　
　
（
名
古
歴
大
学
経
済
学
研
究
科
）
四

　
八
…
四

岩
手
史
学
研
究
　
　
（
岩
手
史
学
会
）
八
四

社
ム
ム
経
一
済
史
学
　
　
（
社
会
経
済
史
学
会
）
⊥
ハ
山
ハ
…

　
四
中
央
研
究
院
歴
史
語
研
究
所
集
刊
　
　
（
中
央
研
究

　
院
歴
史
語
研
究
所
）
七
～
1
三
、
四

茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
　
　
（
茨
城
大
学
人
文
学

　
部
）
三
四
、
三
五

国
6
ω
d
竃
四
H
囚
〉
客
ピ
》
≦
国
国
く
潤
芝
（
日
国
図

　
園
同
日
ω
¢
竃
国
H
囚
諺
累
¢
客
H
＜
国
画
ω
H
同
喫
ピ
》
芝

　
》
ω
ω
0
9
＞
目
○
累
）
一
。
。

同
志
社
ア
メ
リ
カ
研
究
　
　
（
同
志
社
大
学
ア
メ
リ

　
カ
研
究
所
）
三
七

龍
谷
大
学
経
済
学
論
集
　
（
龍
谷
大
学
経
済
学
会
）

　
四
〇
1
三
・
四
、
五

東
北
学
院
大
学
論
集
　
歴
史
学
・
地
理
学
　
　
（
東

　
北
学
院
大
学
学
術
研
究
会
）
三
四

立
命
館
法
学
　
　
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
二
七
三
、

　
二
七
四
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東
洋
史
研
究
　
　
（
東
洋
史
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究
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）
五
九
－
四

史
料
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文
学
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究
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館
史
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館
）
七

　
四
地
域
史
研
究
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こ
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て
　
（
函
館
布
）
三
三

人
文
地
理
　
　
（
人
文
地
理
学
会
）
五
三
－
一

考
古
学
報
　
（
中
国
社
会
科
学
院
考
古
学
研
究

　
所
）
b
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O
O
ド
累
。
」

松
本
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文
書
館
だ
よ
り
　
（
松
本
甫
文
書
館
）
楢
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立
歴
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館
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紀
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（
長
野
県
立
歴
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館
）
七

長
野
県
立
歴
史
館
研
究
た
よ
り
　
（
長
野
県
立
歴

　
史
館
）
二
六

栃
木
県
立
文
書
館
研
究
紀
要
　
　
（
栃
木
県
立
文
書

　
館
）
五

ア
ジ
ア
文
化
史
研
究
　
　
（
東
北
学
院
大
学
大
学
院

　
文
学
研
究
科
ア
ジ
ア
文
化
史
専
攻
）
一

龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
　
（
龍
谷
大
学

　
仏
教
文
化
研
究
所
）
三
九

小
樽
商
科
大
学
人
文
研
究
　
　
（
小
樽
商
科
大
学
）

　
一
〇
～

青
丘
学
術
論
集
　
　
（
韓
國
文
化
研
究
振
興
財
団
）

　
一
八

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
研
究
年
報

　
（
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
ブ
り
力
文
化
研
究

　
所
）
三
五

　
　
噸
史
林
隔
投
稿
規
定

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

　
○
論
説
　
四
〇
〇
字
詰
八
○
枚
以
内

　
○
研
究
ノ
ー
ト

　
○
研
究
動
向

　
○
書
評
　
四
〇
〇
字
詰
二
〇
枚
以
内

　
○
紹
介
　
四
〇
〇
字
詰
三
枚
程
度

◇
論
説
に
は
四
〇
〇
字
以
内
の
「
要
約
」

　
文
要
約
」
を
添
付
の
こ
と
。

　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
以
内

四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
以
内と

「
欧

◇
研
究
ノ
ー
ト
・
研
究
動
向
・
書
評
に
は
、
「
欧

　
文
タ
イ
ト
ル
」
の
み
添
付
の
こ
と
。

◇
注
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

◇
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
に
は
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー

　
（
竃
ω
6
0
ω
の
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
、
機
種

　
を
明
記
す
る
）
を
添
付
の
こ
と
。

　
送
り
先
　
史
林
編
集
委
員
会

　
〒
　
ハ
〇
六
人
五
〇
一
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

御
注
意

　
図
表
、
あ
る
い
は
特
殊
活
字
を
掲
載
す
る
場
合

　
に
は
、
そ
の
印
刷
経
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い

　
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
『
史
林
睡
投
稿
規
定
補
足

　
　
　
ワ
ー
プ
ロ
デ
ー
タ
支
給
要
領

※
ワ
ー
プ
ロ
デ
ー
タ
を
支
給
し
て
い
た
だ
く
場
合
、

左
記
の
保
存
内
容
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
拡
張
子
が
．
崎
×
日
、
、
と
な
る
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

で
保
存
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
本
文
と
注
を
分
け

て
別
の
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
保
存
し
て
い
た
だ
い
た

方
が
作
業
が
早
く
な
り
ま
す
。

　
　
例
国
○
宕
切
d
窒
日
×
同

・
右
記
の
保
存
方
法
が
不
可
能
な
場
合
、
ワ
ー
プ

ロ
専
用
機
の
保
存
方
法
で
結
構
で
す
が
、
機
種
名

を
ラ
ベ
ル
な
ど
に
ご
記
載
下
さ
い
。
ζ
餌
。
・
パ
ソ

コ
ン
（
乏
一
巳
○
≦
ω
）
使
用
の
場
合
、
機
種
名
に

加
え
て
ソ
フ
ト
名
の
表
記
も
お
願
い
し
ま
す
。

・
基
本
的
に
、
投
稿
論
文
の
デ
ー
タ
の
み
を
保
存

し
て
下
さ
い
。
不
必
要
な
デ
ー
タ
が
あ
る
場
合
は

明
瞭
に
し
て
下
さ
い
（
ラ
ベ
ル
に
表
記
な
ど
）
。

・
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
は
、
3
・
5
イ
ン
チ
2

D
D
（
6
4
0
K
B
モ
ノ
）
か
、
3
・
5
イ
ン
チ

2
H
D
（
1
’
2
M
B
）
で
お
願
い
し
ま
す
。
内

オ
ー
マ
ッ
ト
形
式
は
明
記
し
て
下
さ
い
。
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『
史
林
隔
図
版
投
稿
規
定

　
図
版
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
編
集
委
員

会
で
は
印
刷
用
図
版
の
作
成
を
一
件
に
つ
き
五
、

○
○
○
円
で
請
け
負
っ
て
お
り
ま
す
。
投
稿
者
自

身
で
作
成
さ
れ
る
場
合
は
以
下
の
事
項
に
ご
留
意

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
投
稿
さ
れ
た
図
版
に
不
備
の

あ
る
場
合
は
投
稿
者
に
修
正
を
要
求
す
る
か
、
編

集
委
員
会
が
修
正
い
た
し
ま
す
。
但
し
、
こ
の
際

の
経
費
は
投
稿
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
図
を
作
成
す
る
際
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー

　
や
製
図
用
ケ
ン
ト
紙
な
ど
に
、
製
図
用
イ
ン
キ

　
を
用
い
て
明
瞭
に
描
く
こ
と
。
線
の
太
さ
を
一

　
定
に
保
つ
た
め
に
製
図
用
ペ
ン
を
使
用
す
る
こ

　
と
が
望
ま
し
い
。

　
　
ま
た
、
で
き
る
限
り
糊
り
上
が
り
予
定
寸
法

　
の
二
倍
程
度
（
面
積
で
は
四
倍
）
で
描
き
、
希

　
望
縮
小
率
を
示
す
こ
と
。

◇
図
申
の
文
字
は
写
真
植
字
を
用
い
て
印
刷
す
る

　
の
で
、
鉛
筆
書
き
に
す
る
か
、
も
う
一
枚
ト

　
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
重
ね
該
当
箇
所
に
文

　
字
の
み
書
き
入
れ
る
こ
と
。

　
　
な
お
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
レ
タ
リ
ン
グ
や
タ
イ

　
プ
・
ワ
ー
プ
ロ
文
字
を
用
い
る
場
合
に
は
原
図

　
に
直
接
貼
り
付
け
る
こ
と
。
こ
の
場
合
は
仕
上

　
が
り
段
階
で
の
鮮
明
度
に
注
意
す
る
こ
と
。

◇
写
真
の
場
合
は
写
真
原
版
が
十
分
鮮
明
で
明
暗

　
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
明
瞭
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
睡
り
上
が
り
予
定
寸
法
の
一
～
二
倍
程
度
の
版

　
が
望
ま
し
く
、
希
望
縮
小
率
を
示
す
こ
と
（
巻

　
頭
に
ア
ー
ト
紙
を
用
い
て
掲
載
す
る
こ
と
を
希

　
望
さ
れ
る
場
合
は
、
割
付
・
仕
上
が
り
等
に
つ

　
い
て
は
編
集
委
員
会
で
調
整
し
ま
す
。
ま
た
、

　
掲
載
に
関
わ
る
経
費
が
投
稿
者
負
担
に
な
る
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
）
。

　
　
コ
ピ
ー
さ
れ
た
図
も
十
分
鮮
明
な
も
の
で
あ

　
る
こ
と
。
不
鮮
明
な
部
分
が
あ
る
場
合
は
、
掲

　
載
の
主
旨
を
損
ね
な
い
程
度
に
修
正
を
．
加
え
て

　
お
く
こ
と
。

◇
表
に
つ
い
て
は
、
刷
り
上
が
り
の
段
階
を
考
え

　
て
大
き
さ
・
表
現
方
法
に
留
意
す
る
こ
と
。
投

　
稿
さ
れ
た
表
そ
の
も
の
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
る

　
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
、
図
に
準
じ
た
体

　
裁
を
整
え
る
こ
と
。

◇
本
文
中
に
図
表
の
割
付
箇
所
を
明
記
す
る
こ
と
。

編
集
後
記

　
八
四
巻
三
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
担
当
編
集
は

初
め
て
の
作
業
で
、
誤
記
誤
植
に
戦
々
漸
々
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
最
近
、
ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ
の
『
歴
史
・
レ
ト
リ
ッ

ク
・
実
証
』
を
読
み
ま
し
た
。
歴
史
家
が
「
歴
史

家
」
と
し
て
思
想
的
問
題
を
い
か
に
語
り
う
る
の

か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
本
で
し
た
。
　
　
（
伊
）

本
誌
に
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究

成
果
公
開
促
進
費
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

…　

B。
B。

月
X
朋
盤
領
定
価
一
二
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
料
六
〇
円

　
史
林
第
八
四
巻
第
三
号
（
逓
重
手
四
二
七
号
）
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